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ここで､roは開放端鎖の中心を表す｡即ち､偶数 rに対してはro-L/2､寄数 rに対しては ro-
(L+1)/2である｡この計算では､パリティ偶､Stz.tal-0の部分空間内で､M ブロック状態 (檀
し､M ≦400)無限系法を用いる｡M に関する収束性が十分であることを確認するまでM を増
加させた｡カイラル相､ダイマー相､ハルデン相では､それぞれ､カイラル相関関数 CK(r)､ダ
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図2:S-1/2に対する基底状態相図｡
図 3:S-3/2に対する基底状態相図｡
S=2
図 4:∫ =2に対する基底状態相図｡
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